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ャルの BIB'を生成している（内側のポテンシャルは B、外側のポテンシャルは B'、全体は合
わせて BIB'と呼ばれている）。D、BIB'の近接したエネルギーのため、この領域では分光デー
タはあるものの電子状態、振動に関する同呈に長年にわたり問題点があった。この問題に対
して 2002年に Carlsund-Levinらは 2ゞ 状態についてボルン＝オッペンハイマー近似を破った
非断熱モデルを半経験的に計算する Coupled-Channel(CC)法を用いた計算を行っている[4]。
結果は、 BIB'状態と D状態と重なる範囲で、 BIB'状態振動エネルギーの間隔の大小が繰り返
す挙動が予測されている。しかし、この計算結果をフォローするような測定はなく、他の分
子でもこの様な効果について測定されているものはない。そこで我々は天文学的研究に利
用できる CaH の周波数テーブルを作成するとともに、 BIB'状態の非断熱な効果について実
験的に明らかにするため、後述する 3領域について CaH分子の分光研究を行った。 1つ目
の領域は、非断熱な効果による BIB'状態と D状態相互作用の有無を確認するため、 2つの
ポテンシャルカーブの重なる 23,500-26,000cm-1の領域a。2つ目の領域は実験結果とCC計
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＼ 平成 31年 2月 1日に学位論文公聴会とその後の非公開の審査会において詳細な質疑応答





オリジナルなものである。本論文の 3,4章， 5章をそれぞれ既に査読付きの英文論文誌に 2
報の論文として発表しており， 6章の内容は今後発表予定である。いずれも共著論文である
が、論文提出者の寄与が最も大きく、質的にも量的にも十分な研究を行っており，委員会委
員全会一致で博士学位論文として合格の判断をした
